
事業の内容
　海外派遣等に従事する隊員及びその家族への支援、災害派遣等に伴う緊急登庁時の託児支援、庁内
託児施設や臨時託児（シッターサービス）の整備及び艦艇乗員と家族との通信環境を整備することに
より、隊員が安心して任務に専念できる環境を整備し、防衛力の中核である人的基盤の強化を図る。

改善点の概要
①家族支援業務を専属とする非常勤職員を方面総監部等に配置し、家族支援態勢を強化。
②早朝・夜間勤務や緊急呼集等にも対応可能な臨時託児（シッターサービス）環境の整備及び拡充。
③活動実績及び成果実績の更新による、福利厚生施策の進捗状況及び事業効果の継続的な検証。

選定理由
家族支援態勢の強化の一環として、臨時託児（シッターサービス）の環境を大幅に拡充し、隊員及び
家族への支援環境のより一層の向上を図るため、施策の進捗状況及び事業効果を継続的に確認できる
よう見直した。

福利厚生施策の強化



事業の内容

　装備品製造等事業者が作成し、防衛大臣から認定を受けた装備品安定製造等確保計画（装備品等の
安定的な製造等の確保のために行う、供給網の強靱化、製造工程効率化、サイバーセキュリティ強
化、事業承継等に関する特定取組に係る計画）に基づき、当該特定取組が着実に実施されるようにす
るため、予算の範囲内において、必要な財政上の措置を行うものである。

改善点の概要

① 供給網強靱化、製造工程効率化、サイバーセキュリティ強化及び事業承継等の４類型ごとのアク
ティビティ設定。
② 各類型におけるアウトプット、短期アウトカム、中期アウトカム及び長期アウトカムを通じた効果
発現経路の整理。
③ 認定件数、契約件数、契約履行完了件数及び調達が困難となった指定装備品等の件数を成果指標と
して設定することによる、事業効果の定量的把握及び効果測定の実現。
④ 秋のレビューで指摘された「効果発現経路の不明確さ」及び「事業効果の測定困難性」への対応並
びに、事業メニューごとの効果検証を可能とするレビューシートへの見直し。

選定理由
ロジックモデル及び成果指標を全体的に見直し、事業メニューごとの効果検証を可能とするレビュー
シートへの見直しが行われたことにより、事業の改善及び国民への説明責任の強化が図られた。

装備品安定製造等確保事業


